
  

『委員会パンフを歪めるもの』 

＝「意見書を踏まえた基礎案の概要」について＝ 
‘06.7.3 

自然愛・環境問題研究所 
 総括研究員 浅野 隆彦 

 
 淀川水系流域委員会は 2006年 1月、パンフ「新たな河川整備を目指して」を発行した。 
委員会誕生から満 5年になるに当り、その活動の軌跡をとりまとめると共に、「新しい河川
整備のありかた」についての委員会の考え方、新しい計画策定の手順、審議の形を示すこ

とにより、この「淀川モデル」と自らが称える「改革的取組みの実態」を全国に伝え、敷

衍することを希望している。       [寺田委員長の巻頭の「ごあいさつ」を要約] 
 しかるに、P.10から始まる「意見書を踏まえた基礎案の概要」と題する中では、特に「委
員会意見書」の記述を極端に簡略化してしまうことを中心に、正しい要約になっていず、

P.11 などは突っ鼻から、基礎原案がいかにも文句なしに立派なもののように感じさせる工
夫をしているのである。＜資料‐A１＞を見、＜資料‐A2～A4＞と比較して頂きたい。（A2
～A4は要約などはない「基礎原案および基礎案と意見書との対比シート」である。） 
「新たな川づくりの方向性について」言うならば、＜資料‐A2＞はじめにある「意見書に
おける記述」などは、初めから記載されるべきであり、「◆基礎原案の内容は河川法改正の

趣旨に沿っており、また、流域委員会の提言をよく反映しており高く評価できる。」とは、

単に、要約上の行過ぎなどと言うものではなく、上に述べているように「意図的な筆がな

す」所為である。 
「意見書」では幾つかの具体的な案の表現に限って評価しており、◆以下の文言のように、

基礎原案の内容全てを誉めてもいないし、批判や要望は数々ある。ここに示す「対比シー

トからの参考資料は僅かなので、読者には第 30 回委員会（H16.6.22）資料 3‐1「淀川水
系河川整備計画基礎原案および基礎案と意見書との対比シート」で、詳細に把握して頂け

れば有難いと思う。 
 
 次の≪浸水被害を軽減する≫の内容で意図的に基礎案を改竄したとするなら、これは罪

が重い。＜資料‐B1＞参照。意見を受け＜資料‐B3＞、「浸水被害を解消」と記述してい
た基礎原案は、議論の後、「浸水被害の軽減」に目標を統一し、基礎案で改められたもので、

このパンフで前に戻す下地作りでもする気なのか、意図がよく読めない。 
 
 利水＜資料‐C1＞についても、意見書のところで、＜資料‐C2＞の意見書における記述
にある「水需要予測が実績と乖離した過大なものであり、この乖離の原因を明確にするこ

とが最重要課題の一つであるが、検討しようとする積極的姿勢がうかがえない。」をはじめ、

「精査確認の時期への説明不足」や「基本的な問題として水需要の実績が予測を大幅に下
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回っていることを無視しており、この点においても著しく説得力に欠ける。誰もが納得で

きる根拠に基づいて用途間転用を進めるべきである。」などの重要な指摘を全く欠落させた

まま、「水需要管理へ一歩踏み出したものとして注目に値する。」「利水については、河川管

理者だけの責任ではないことは理解できるが、」などと、他でも事ある毎に河川管理者を免

罪するかのように、責任を薄めるかのように、作文を行っている。この作文者は明らかに

河川管理者の守旧派に阿ね、媚び諂っているのだ。 
そうして、流域委員会の意見書を軽く扱い、その重味を消している。ダム計画について＜

資料‐D1～D5＞も同類である。 
 
 委員会はこのパンフについて調査を徹底し、何故このような事が起こるのか究明し、反

省もして貰いたい。パンフの訂正も、当然必要な事は言うまでもない。「淀川モデル」が泣

いているのだ。 
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